
両
日
の
大
衆
行
動
へ
の
参
加

者
集
約
は
、
6
日
の
東
北
総
決

起
集
会
で
は
秋
田
地
本
か
ら
22

人
、
盛
岡
地
本
が
88
人
、
仙
台

は
２
７
６
人
で
総
勢
３
８
６
人
。

（
速
報
版
の
３
７
５
人
か
ら
訂

正
）
。
ま
た
7
日
の
仙
台
総
行

動
に
は
２
１
３
人
の
組
合
員
等

が
参
加
し
て
、
動
員
の
目
標
で

あ
る
組
織
の
5
割
動
員
を
達
成

し
た
。

国
労
を
ア
ピ
ー
ル
！

10
時
30
分
か
ら
の
集
会
の
前

段
に
は
、
宮
城
県
支
部
と
仙
総

支
部
の
組
合
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

仙
台
支
社
前
と
集
会
会
場
周
辺

で
の
チ
ラ
シ
配
布
行
動
を
整
然

と
実
施
し
、
我
々
の
要
求
を
広

く
市
民
に
訴
え
た
。

各
地
か
ら
結
集
し
た
組
合
員

ら
を
前
に
大
沼
委
員
長
は
、
15

春
闘
情
勢
を
述
べ
た
後
、
「
JR

発
足
以
降
、
会
社
問
わ
ず
合
理

化
・
効
率
化
に
よ
り
要
員
削
減

が
進
み
、
結
果
と
し
て
働
く
者

と
利
用
者
の
安
全
が
損
な
わ
れ

サ
ー
ビ
ス
も
低
下
し
て
い
る
。

現
場
で
の
諸
問
題
を
現
場
長
と

の
話
し
合
い
か
ら
改
善
に
結
び

つ
け
る
取
組
を
し
よ
う
」
「
非

正
規
労
働
者
が
4
割
を
占
め
る

に
至
り
、
政
府
は
更
な
る
拡
大

を
目
論
ん
で
い
る
。
正
社
員
の

働
か
さ
れ
方
も
厳
し
い
。
非
正

規
労
働
者
の
正
社
員
化
等
、
労

働
条
件
の
底
上
げ
を
す
る
た
め

全
労
働
者
の
団
結
を
考
え
る
春

闘
に
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

集
会
で
は
来
賓
と
し
て
平
和

労
組
会
議
を
始
め
と
し
た
友
誼

団
体
と
退
職
者
の
会
、
家
族
会

等
か
ら
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

続
い
て
各
支
部
と
貨
物
協
議

会
、
さ
ら
に
各
職
能
別
協
議
会

か
ら
も
決
意
表
明
を
受
け
た
。

最
後
に
地
本
原
子
書
記
長
が

二
日
間
の
集
会
を
集
約
。
集
会

宣
言
が
佐
藤
執
行
委
員
か
ら
読

み
上
げ
ら
れ
全
体
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

最
後
に
大
沼
委
員
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
集
会
は
終
了
。

ま
た
当
日
は
、
「
戦
争
を
す

る
国
に
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！

3
・
7
宮
城
県
民
集
会
」
が
、

会
場
周
辺
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、

国
と
東
電
は
保
障
と

支
援
の
責
任
を
取
れ

実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
角
田
政
志
氏

（
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代

表
）
は
、
「
事
故
か
ら
4
年
が

経
過
し
た
が
、
収
束
に
は
ほ
ど

遠
い
。
現
在
も
12
万
人
が
避
難

生
活
し
、
故
郷
に
戻
れ
る
か
ど

う
か
先
が
見
え
な
い
。
こ
の
オ
ー

ル
福
島
の
集
会
を
原
点
に
、
す

べ
て
の
原
発
の
廃
炉
と
被
害
の

補
償
、
生
活
支
援
を
国
と
東
京

電
力
に
求
め
責
任
を
取
ら
せ
よ

う
」
と
訴
え
た
。

最
後
ま
で
寄
り
添
う

連
帯
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
前

日
39
度
超
の
高
熱
で
体
調
不
良

を
押
し
て
参
加
し
た
作
家
の
落

合
恵
子
さ
ん
が
、
「
原
発
事
故

を
機
に
、
私
達
は
誰
か
を
犠
牲

に
し
な
い
社
会
を
約
束
し
た
が
、

原
発
が
再
稼
動
し
よ
う
と
し
、

沖
縄
に
新
た
な
基
地
を
作
ろ
う

と
し
て
い
る
。
私
達
の
周
り
に

は
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
よ

う
と
す
る
装
置
が
あ
る
。
そ
れ

に
流
さ
れ
ず
、
福
島
の
皆
さ
ん

の
前
で
も
な
く
後
ろ
で
も
な
く
、

横
に
並
ん
で
ず
っ
と
寄
り
添
っ

て
い
く
」

と
述
べ
た
。

ト
ー
ク
リ
レ
ー
で
は
、
県
内

の
農
漁
業
関
係
者
や
旅
館
業
、

高
校
生
平
和
大
使
や
住
職
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
。

最
後
に
「
原
発
の
な
い
社
会

の
実
現
を
目
指
す
」
と
し
た
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

【
昌
】

第２６９３号 国労せんだい ２０１５年３月２０日

団結 抵抗 統一

3
・
6

国
労
東
北
総
決
起
集
会

3
・
7

国
労
仙
台
総
行
動

3
・
12

第
7
回
執
行
委
員
会

3
・
14

原
発
の
な
い
福
島
を
！
県
民
大
集
会

3
月
6
日
・
７
日
の
両
日
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
15
春
闘
勝

利
！
国
労
東
北
総
決
起
集
会
と
国
労
仙
台
総
行
動
が
開
催
さ
れ

た
。
（
東
北
総
決
起
集
会
の
概
要
は
国
労
せ
ん
だ
い
速
報
版
第

２
６
７
２
号
3
月
7
日
付
を
参
照
）

多
く
の
組
合
員
が
大
衆
行
動
に
参
加
し
、
チ
ラ
シ
配
布
を
始

め
、
集
会
や
デ
モ
行
進
等
で
広
く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

Ｎo . 2693
2015年3月20日

発行責任者 大沼 元

編集責任者 武田昌仙

大幅賃上げ勝ち取るぞ！

多
く
の
仲
間
が
参
加

3
月
14
日
、
「
２
０
１
５
原

発
の
な
い
福
島
を
！
県
民
大

集
会
」
が
福
島
市
の
あ
づ
ま

総
合
体
育
館
で
開
か
れ
た
。

集
会
は
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

県
生
協
連
、
県
漁
連
、
県
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
な
ど
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主

催
。
双
葉
郡
8
町
村
な
ど
が

後
援
し
た
。

集
会
は
今
年
で
4
回
目
で
、

県
内
外
と
国
外
か
ら
約
６
５

０
０
人
が
参
加
し
た
。

国
労
は
第
一
回
目
か
ら
積
極

的
に
参
加
し
、
今
回
も
地
本

内
か
ら
90
人
の
組
合
員
が
結

集
し
た
。
ま
た
会
場
で
は
、

福
島
県
支
部
の
組
合
員
と
OB

等
が
会
場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

献
身
的
に
関
わ
る
姿
が
あ
っ

た
。さ

ら
に
は
中
央
本
部
や
東
日

本
本
部
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

秋
田
・
盛
岡
・
水
戸
・
千
葉

…
等
各
地
方
か
ら
の
参
加
者

も
見
受
け
ら
れ
、
被
災
地
に

寄
り
添
い
共
に
闘
う
姿
勢
と

関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

仙台市内を整然とデモ行進

国
労
も
パ
レ
ー
ド
（
デ
モ
）

に
参
加
し
、
反
戦
平
和
を
市

民
ら
に
訴
え
た
。
赤
旗
を
な

び
か
せ
た
２
０
０
人
を
超
え

る
国
労
の
参
加
で
パ
レ
ー
ド

も
盛
り
上
が
っ
た
と
の
声
も

聞
か
れ
た
。

【
昌
】

静かなる熱気が会場を包む

国労も共に闘う



国
労
東
日
本
本
部
佐
藤

書
記
長
あ
い
さ
つ

◆
15
春
闘
は
、
昨
年
に
続
き

「
官
製
春
闘
」
の
様
相
。
昨
年

の
JR
会
社
は
「
政
府
の
要
請
と

は
別
に
企
業
は
企
業
の
考
え
が

あ
る
。
ベ
ア
は
手
当
と
は
別
で

ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
様
に
効
く
」

と
い
う
厳
し
い
ス
タ
ン
ス
。

第
一
回
交
渉
で
は
、
昨
年
ベ
ー

ス
を
基
本
に
交
渉
を
積
み
上
げ

る
と
会
社
と
確
認
。

◆
東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会
で

は
、
「
55
歳
以
上
1
万
5
千
円

の
賃
上
げ
と
定
期
昇
給
の
実
施
」

「
非
正
規
を
含
め
た
労
働
者
の

底
上
げ
を
図
る
」
「
新
規
採
用

者
初
任
給
の
一
律
1
万
円
ア
ッ

プ
」
「
所
定
昇
給
額
の
一
律
千

円
ア
ッ
プ
」
を
確
認
し
、
会
社

に
要
求
と
し
て
求
め
て
き
た
。

◆
3
月
2
日
の
第
一
回
交
渉
で

は
、
会
社
の
考
え
は
先
の
ス
タ

ン
ス
で
あ
り
、
他
企
業
や
他
JR

を
横
睨
み
し
進
め
る
と
い
う
も

の
。
東
日
本
本
部
は
団
交
を
中

心
に
全
力
を
挙
げ
る
。

◆
貨
物
は
2
月
24
日
に
趣
旨
説

明
、
手
当
削
減
反
対
の
署
名
と

と
も
に
申
し
入
れ
。

3
月
2
日
に
は
第
二
回
目
交

渉
を
実
施
。
貨
物
は
中
期
経
営

計
画
を
策
定
し
、
賃
金
・
手
当

に
ま
で
不
利
益
変
更
を
求
め
、

同
時
に
15
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
。

客
貨
一
体
で
闘
い
抜
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
エ
リ
ア
委
員
会
で
ス
ト
の
戦

術
配
置
の
議
論
が
あ
り
、
エ
リ

ア
本
部
に
も
地
方
か
ら
要
請
書

が
届
い
た
。

こ
の
間
中
央
戦
術
委
員
会
を

6
回
開
催
し
た
が
、
「
ス
ト
配

置
で
闘
う
べ
き
」
「
交
渉
推
移

を
慎
重
に
見
極
め
、
ス
ト
を
背

景
に
し
た
戦
術
配
置
を
」
「
乗

務
員
が
少
な
く
、
拠
点
・
時
限

ス
ト
の
戦
術
は
困
難
」
等
各
エ

リ
ア
で
温
度
差
が
あ
る
。

国
労
の
闘
い
は
、
全
国
統
一

の
賃
上
げ
闘
争
で
あ
り
、
全
国

統
一
し
た
ス
ト
戦
術
配
置
が
必

要
。
戦
術
委
員
会
で
は
意
見
が

ま
と
ま
ら
ず
、
中
央
執
行
委
員

会
に
返
し
、
本
部
の
議
論
を
踏

ま
え
た
中
央
戦
術
委
員
会
で
は
、

「
エ
リ
ア
間
の
温
度
差
が
あ
る

以
上
、
全
国
統
一
闘
争
と
し
て

ス
ト
の
戦
術
配
置
は
中
央
執
行

委
員
会
と
し
て
は
出
来
な
い
」

と
判
断
が
示
さ
れ
た
。

我
々
自
身
の
弱
さ
も
含
め
、

今
後
1
年
か
け
て
、
春
闘
に
留

ま
ら
ず
、
各
エ
リ
ア
で
会
社
が

我
々
に
及
ぼ
す
様
々
な
不
利
益

な
事
象
に
対
し
ス
ト
で
闘
え
る

体
制
作
り
が
必
要
で
な
い
か
。

3
・
9

中
央
総
決
起
集
会
・

中
央
行
動
と
、
14
日
は
反
原
発

の
福
島
県
民
集
会
が
提
起
。
基

本
に
立
ち
返
り
、
一
人
一
要
求

と
現
場
長
交
渉
な
ど
職
場
の
運

動
を
こ
の
春
闘
で
し
っ
か
り
積

み
上
げ
エ
リ
ア
の
交
渉
の
後
押

し
を
。

◆
労
働
条
件
改
善
・
協
約
改
訂

の
取
組
み
。
2
月
20
日
、
第
一

回
交
渉
。
そ
の
精
神
は
一
括
和

解
で
あ
り
公
平
・
公
正
な
扱
い

と
正
常
な
労
使
関
係
を
発
展
的

に
作
る
こ
と
。
支
社
越
え
の
異

動
問
題
等
懸
案
事
項
の
改
善
を

引
き
続
き
会
社
に
求
め
て
い
く

と
共
に
、
エ
ル
ダ
ー
配
属
問
題

や
出
向
先
の
労
働
条
件
改
善
を

春
闘
の
闘
い
と
合
わ
せ
て
協
約

改
訂
の
闘
い
で
進
め
る
。

◆
全
て
の
闘
い
を
組
織
強
化
・

拡
大
に
結
び
つ
け
る
。
大
会
以

降
6
人
が
加
入
。
新
規
採
用
者

配
属
問
題
の
申
し
入
れ
を
実
施
。

そ
の
矢
先
、
東
京
地
本
内
で
復

帰
加
入
し
た
組
合
員
に
対
し
不

利
益
扱
い
の
言
動
が
。
本
部
・

地
方
が
連
携
し
対
応
し
会
社
を

追
求
し
て
い
く
。
政
治
課
題
で

は
、
安
倍
政
権
が
進
め
る
危
険

な
国
づ
く
り
、
原
発
問
題
に
対

し
、
労
組
と
し
て
声
を
上
げ
、

ま
た
放
射
能
環
境
下
で
の
労
働

条
件
は
協
約
改
訂
の
闘
い
で
改

善
し
て
い
く
。

国
労
東
北
協
議
会

佐
藤
議
長
あ
い
さ
つ

■
拡
大
中
央
委
員
会
で
統
一
賃

上
げ
要
求
1
万
5
千
円
を
決
定
、

2
月
12
日
全
社
に
申
し
入
れ
、

3
月
18
日
を
回
答
指
定
日
と
し

取
り
組
み
を
強
化
。
ま
た
東
日

本
本
部
は
所
定
昇
給
額
の
千
円

引
き
上
げ
等
を
要
求
し
申
し
入

れ
を
実
施
。
昨
年
、
嘱
託
社
員

が
国
労
加
入
し
た
JR
貨
物
東
北

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
も
東
北
協

議
会
と
し
て
1
万
5
千
円
の
賃

上
げ
要
求
を
実
施
。
全
組
合
員

が
一
丸
と
な
り
総
行
動
を
成
功

さ
せ
、
職
場
や
地
域
に
大
き
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
要

求
実
現
の
後
押
し
と
な
る
。

■
今
年
は
春
闘
が
始
ま
り
60
年

の
節
目
。
55
年
1
月
東
京
都
内

で
開
催
さ
れ
た
春
季
賃
上
げ
共

闘
総
決
起
大
会
が
始
ま
り
。

日
本
の
主
流
は
企
業
別
労
組
で

あ
り
、
産
業
別
労
組
と
比
較
し

企
業
別
間
競
争
を
口
実
に
し
た

攻
撃
に
弱
く
、
春
闘
は
産
業
規

模
や
国
民
的
規
模
で
共
闘
す
る

こ
と
で
こ
れ
を
克
服
す
る
闘
い

と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
昨
年

は
「
官
製
春
闘
」
と
揶
揄
さ
れ

た
が
今
年
こ
そ
過
去
の
闘
い
を

振
り
返
り
、
労
働
組
合
と
は
何

か
、
賃
金
と
は
何
か
、
改
め
て

議
論
を
尽
く
し
大
幅
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
必
要
。
物
価

上
昇
や
社
会
保
障
費
の
負
担
増
、

直
接
税
負
担
を
考
慮
す
れ
ば
、

現
状
維
持
だ
け
で
も
6
％
の
賃

上
げ
が
必
要
と
の
試
算
も
。
国

労
要
求
を
満
額
勝
ち
取
り
、
デ

フ
レ
を
脱
却
し
、
雇
用
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
が
重
要
。

■
安
倍
政
権
は
、
特
定
秘
密
保

護
法
の
強
行
採
決
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
、
労
働
者
派

遣
法
の
改
悪
、
残
業
代
ゼ
ロ
法

案
等
、
労
働
法
制
の
大
改
悪
を

目
論
む
危
険
な
反
動
政
治
で
あ

り
闘
い
の
強
化
を
。
今
春
闘
で

正
規
・
非
正
規
問
わ
ず
労
働
者

の
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
、
安
倍
政
権
と
財
界
に
対

す
る
打
撃
に
な
る
。

雇
用
破
壊
や
戦
争
を
す
る
国

造
り
の
推
進
、
社
会
保
障
や
教

育
へ
の
大
攻
撃
等
、
安
倍
政
権

の
暴
走
は
激
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
し
か
し
沖
縄
辺
野
古
へ
の

米
軍
基
地
建
設
工
事
強
行
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
強
権
的
に
な

る
ほ
ど
国
民
と
の
矛
盾
は
拡
大

し
て
い
る
。

我
々
国
労
の
要
求
と
共
に
全

て
の
労
働
者
・
国
民
を
視
野
に
、

共
通
す
る
課
題
で
地
域
共
闘
の

仲
間
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と

国
労
東
北
協
議
会
（
佐
藤
浩

一
議
長
）
は
2
月
12
日
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
貨
物
・
東
北
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
に
対
し
、
4
月
1
日

以
降
の
賃
金
改
善
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
実
施
し
た
。

対
応
し
た
役
員
は
、
「
貨
物

の
子
会
社
で
あ
り
、
本
体
が
よ

く
な
ら
な
け
れ
ば
、
自
社
も
持

た
な
い
。
体
力
・
見
通
し
も
な

く
無
理
で
あ
る
」
と
回
答
し
た

が
、
組
合
側
も
努
力
す
る
よ
う

に
要
請
し
た
。

ま
た
、
地
方
本
部
と
東
北
自

動
車
支
部
は
、
JR
バ
ス
東
北
に

対
し
、
2
月
13
日
に
「
仙
地
申

17
号
」
を
提
出
し
、

バ
ス
東

北
に
対
す
る
賃
金
改
善
の
申
し

入
れ
を
実
施
し
た
。

賃
金
改
善
の
申
し
入
れ
は
昨

年
に
引
き
続
き
2
回
目
。
今
年

も
昨
年
同
様
に
交
渉
を
持
て
る

よ
う
に
要
請
を
行
い
、
会
社
側

は
、
「
今
後
検
討
す
る
」
と
回

答
し
た
。

さ
ら
に
地
方
本
部
は
3
月
11

日
、
仙
台
支
社
に
対
し
て
も
賃

金
改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
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退
職
の
お
知
ら
せ

1
月
31
日
付

加
藤

和
幸
さ
ん

貨
物
宮
城

（
嘱
託
）

2
月
28
日
付

佐
野

和
博
さ
ん

小
牛
田
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
前
谷
地
）

瓜
生

保
さ
ん

会
津
若
松
地
区

寺
山

政
幸
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
JR
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

も
大
切
。

■
職
場
労
働
条
件
改
善
、
仕

事
総
点
検
運
動
を
は
じ
め
、

現
場
で
の
闘
い
を
基
礎
に
、

目
に
見
え
る
形
で
の
取
り
組

み
か
ら
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
組
織
拡
大
へ
と
結
び
つ
け

る
こ
と
が
重
要
。
実
現
に
向

け
職
場
・
地
域
か
ら
創
意
工

夫
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

よ
う
。

今
春
闘
時
期
に
お
い
て
、
各

級
機
関
か
ら
「
ス
ト
ラ
イ
キ

を
背
景
に
し
た
闘
い
の
要
請
」

等
が
、
地
方
本
部
を
中
心
に

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
掲
載

す
る
。
な
お
要
請
が
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
部
機

関
に
伝
え
て
い
る
。

（
地
方
本
部
宛
）

2
月
13
日
付

貨
物
福
島
分
会

2
月
27
日
付

仙
台
分
会
連
絡
協
議
会

3
月
4
日
付

仙
台
建
築
分
会

3
月
6
日
付

貨
物
宮
城
分
会

3
月
8
日
付

郡
工
支
部
貨
物
分
会

（
地
本
及
び
中
央
本
部
宛
）

3
月
12
日

郡
工
支
部

（
中
央
本
部
へ
直
接
激
励
・

要
請
行
動
を
実
施
）

2
月
20
日

宮
城
県
支
部

（
東
日
本
本
部
に
激
励
文
）

3
月
10
日

仙
台
保
線
区
分
会
・
仙
台

土
木
技
術
セ
ン
タ
ー
班

東日本本部佐藤書記長

東北協議会佐藤議長


